
福祉
健康

に
あ
っ
た
公
衆
ト
イ
レ
と
し
て
設

置
す
る
計
画
で
あ
る
。

次
に
、
仙
石
原
す
す
き
草
原
の

仮
設
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、
箱
根

の
秋
を
代
表
す
る
景
観
と
し
て

年
々
見
物
客
が
増
加
し
て
い
る
中

で
、
町
で
は
こ
れ
ら
の
見
物
客
の

受
け
入
れ
対
策
の
一
環
と
し
て
、

毎
年
９
月
か
ら
１１
月
の
３
か
月
間
、

仙
石
原
す
す
き
草
原
の
周
辺
に
、

臨
時
駐
車
場
と
仮
設
ト
イ
レ
を
設

置
し
、
誘
導
等
の
た
め
の
警
備
員

を
配
置
し
て
い
る
。

平
成
６
年
度
に
初
め
て
１
基
を

設
置
し
、
そ
の
後
見
物
客
の
増
加

と
と
も
に
、
設
置
数
・
設
置
場
所

を
増
や
し
、
平
成
１５
年
度
か
ら
は

箱
根
湿
生
花
園
の
公
衆
ト
イ
レ
活

用
と
高
原
ふ
れ
あ
い
広
場
と
町
営

仙
石
原
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
隣
接
す

る
臨
時
駐
車
場
の
２
箇
所
、
合
わ

せ
て
８
基
の
仮
設
ト
イ
レ
を
設
置

し
た
も
の
で
あ
る
。

地
元
の
皆
様
か
ら
は
、
９
月
か

ら
１１
月
の
３
か
月
間
に
限
ら
ず
、

年
間
を
通
し
て
見
物
客
等
を
迎
え

る
た
め
、
恒
久
的
な
利
用
が
可
能

な
公
衆
ト
イ
レ
を
高
原
ふ
れ
あ
い

広
場
に
設
置
し
て
ほ
し
い
と
い
う

強
い
要
望
も
あ
る
が
、
当
面
、
町

と
し
て
は
、
地
元
と
の
協
議
の
中

で
、見
物
客
等
の
実
態
に
即
し
て
、

仮
設
ト
イ
レ
の
設
置
期
間
の
延
長

や
設
置
数
を
増
設
の
ほ
か
、
仮
設

ト
イ
レ
設
置
場
所
へ
の
誘
導
・
案

内
を
充
実
す
る
な
ど
、
見
物
客
に

と
っ
て
の
不
便
や
周
辺
住
民
に
と

っ
て
の
負
担
を
少
し
で
も
軽
減
で

き
る
よ
う
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

応
益
１
割
負
担
へ
の
公

費
助
成
や
地
域
生
活
支
援

事
業
等
に
つ
い
て
、ま
た
、

障
が
い
者
通
所
利
用
者
へ
の
交
通

費
助
成
に
つ
い
て
伺
う
。

障
害
者
自
立
支
援
法
に

つ
い
て
は
、「
自
立
支
援

給
付
」
と
「
地
域
生
活
支

援
事
業
」
に
大
き
く
分
か
れ
て
お

り
、自
立
支
援
給
付
に
つ
い
て
は
、

居
宅
や
施
設
に
お
け
る
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
で
き
る
制
度
で
、
１０

月
１
日
付
で
当
町
の
障
が
い
の
あ

る
５５
名
の
方
に
、
延
べ
７４
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
支
給
決
定
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
が
、
障
害
者
自
立
支

援
法
で
は
掛
か
っ
た
費
用
の
９
割

を
支
給
す
る
も
の
で
あ
り
、
残
り

１
割
を
利
用
者
に
負
担
し
て
い
た

だ
く
制
度
で
あ
る
。

こ
の
利
用
者
負
担
に
つ
い
て
は
、

何
段
階
も
の
減
免
措
置
が
設
け
ら

れ
て
お
り
、
ま
ず
所
得
に
応
じ
て

４
段
階
の
月
額
負
担
上
限
額
が
設

定
さ
れ
、
一
月
に
利
用
し
た
サ
ー

ビ
ス
の
量
に
関
わ
ら
ず
、
そ
れ
以

上
の
負
担
は
生
じ
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
次
に
、
２０
歳
以
上
の

方
で
入
所
施
設
利
用
、
あ
る
い
は

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の
居
住
系

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
は
、

市
町
村
税
が
非
課
税
で
あ
る
者
の

う
ち
、
障
が
い
者
本
人
名
義
の
一

定
の
資
産
を
有
し
て
い
な
い
場
合

に
個
別
減
免
が
受
け
ら
れ
、ま
た
、

社
会
福
祉
法
人
が
運
営
し
て
い
る

施
設
で
、
２０
歳
未
満
の
方
の
入
所

施
設
利
用
、
在
宅
で
生
活
を
す
る

方
の
施
設
通
所
、
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス

利
用
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
等
利
用
に

つ
い
て
は
、
収
入
や
資
産
が
一
定

以
下
と
い
う
こ
と
で
あ
れ

ば
、
社
会
福
祉
法
人
減
免

の
対
象
と
な
り
、
月
額
負

担
上
限
額
が
半
額
と
な
る

も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
に

入
所
施
設
の
食
費
、
光
熱

水
費
な
ど
の
実
費
負
担
に

つ
い
て
も
、
低
所
得
者
に

対
し
て
負
担
の
軽
減
が
図

ら
れ
る
ほ
か
、
今
ま
で
述
べ
た
負

担
軽
減
策
を
使
っ
て
も
生
活
保
護

の
対
象
と
な
っ
て
し
ま
う
人
に
つ

い
て
は
、
生
活
保
護
の
対
象
と
な

ら
な
い
よ
う
に
な
る
ま
で
月
額
上

限
負
担
額
を
引
き
下
げ
、
さ
ら
に

食
費
等
実
費
負
担
も
引
き
下
げ
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
利
用
者
負
担
額
に

つ
い
て
は
、
何
段
階
も
の
減
免
措

置
が
取
ら
れ
て
お
り
、
現
段
階
で

は
町
独
自
で
の
負
担
軽
減
は
考
え

て
い
な
い
が
、
原
則
１
割
負
担
に

な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
障
が
い
者

の
方
々
な
ど
か
ら
批
判
が
出
て
い

る
状
況
か
ら
、
国
に
お
い
て
障
が

い
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
動
き
が

出
て
い
る
の
で
、
近
隣
市
町
村
と

連
携
を
密
に
し
、
慎
重
に
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

次
に
、
地
域
生
活
支
援
事
業
に

つ
い
て
は
、
障
が
い
を
持
つ
方
が

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
と

は
別
に
、
自
立
し
た
日
常
生
活
ま

た
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
地
域
で
の
生
活
を
支

え
る
事
業
で
あ
る
。

こ
の
事
業
に
は
、
市
町
村
の
必

須
事
業
と
し
て
、
相
談
支
援
事
業

・
日
常
生
活
用
具
給
付
等
事
業
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業

・
移
動
支
援
事
業
・
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
機
能
強
化
事
業
の
５

つ
が
あ
り
、
当
町
で
は
相
談
支
援

事
業
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支

援
事
業
・
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
機
能
強
化
は
無
料
、
日
常
生
活

用
具
給
付
等
事
業
・
移
動
支
援
事

業
は
、
原
則
１
割
負
担
を
お
願
い

し
て
い
る
。

次
に
、
障
が
い
者
通
所
施
設
利

用
者
に
対
す
る
交
通
費
の
助
成
に

つ
い
て
は
、「
箱
根
町
障
害
者
施

設
通
所
者
等
交
通
費
扶
助
費
交
付

要
綱
」
に
基
づ
き
、
障
が
い
者
の

方
が
更
生
ま
た
は
社
会
復
帰
の
た

め
に
施
設
に
通
所
す
る
際
、
最
も

経
済
的
な
通
常
の
経
路
及
び
方
法

に
よ
り
通
所
す
る
交
通
費
を
扶
助

す
る
も
の
で
、
本
年
度
よ
り
掛
か

っ
た
費
用
の
１
／
２
を
補
助
す
る

も
の
で
あ
る
。
な
お
、
１１
月
現
在

で
は
、
２３
人
の
障
が
い
者
の
方
に

約
１０５
万
円
程
度
の
支
出
が
見
込
ま

れ
る
も
の
で
あ
る
。
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障
害
者
自
立
支
援
法
に

つ
い
て
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